
第19回ガンカモ科の鳥類の調査

について

(1988年 1月 16日 調査 )

昭 和 63年 4月

環境庁 自然保護局野生生物課
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1 調査の慨興

ガンカモ科の鳥類の冬季の生息状況をり]ら かにし、野生生物保wuF行 政に必

要な資料 とするため、第 19回 ガンカモ科局灯この調査をI昭和 68年 1月 16
日に都道府県の協力を得て全国一斉に別記の実施要領により実施し、その紺

果を取 りまとめた。

今年の調査では全国 6, 122簡 所において4, 158名 の調査員によっ

て 1,681干 羽が観察 された。このtin察 数は45年以降の本調査では昨FF

についで 2番 目のものとなっている。 (図 1:表 1)

図 1 ガンカモ科鳥類の郷と察数
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ガ ン カ モ 科 の 年 次 別 観 察 数 の 推 移

(3)

調 査 年 月 日 観 祭 装党  (ヨ可) 指 数

S45. 1. 17 1,026,342 100
S46. 1. 18 972,881 95

S47.1.17 958,972 98

S48.1.16 1,016,564 99

S49.1.14 1, 138,419 110
S50。 1.16 1,346,480 181

S51.1.16 1,416,188 188

S52. 1.17 1,454,388 142

S53.1.17 1,280,350 125
S54.1.16 1,338,542 130

S55.1.16 1,202,929 117

S56.1.16 1,161,760 113

S57.1。 16 1,447,556 144
S58.1.17 1,466,804 148
S59.1.17 1,454,487 142
S60。 1.16 1,547,381 151
S61.1.16 1,014,329 157
S62. 1. 16 1,699,388 166
S63.1.16 1,681,452 164



(1)ハ クチョウ類

ハクチコウ類は、 27道府県387箇 所において2紅 35,690羽 が

観察された。この数は、昨年より3,001羽 (9%)多 く45年以降で

最高の記録となっている。 (表 2)
種類別にみるとオオハクチロウは、 21,869羽 で昨年より758羽

多 く、コハクチョウは、 13,695羽 で昨年より2,242羽 多 く、と

もに、過去最高の羽数となった。

地域別にみると宮城県 (10,080羽 )な どの東北地方 (25, 18
9羽 )、 新潟県 (4,873羽 )、 北海道 (3,377羽 )及び鳥取県・

(1,086羽 )で全体の97%が 観察された。 (図 2)

また、オオハクチョウは、宮城県を始めとする東北地方、北海道等北日

本で、コハクチョウは、東北地方南部、新潟県以南の日本海側の地域で多

く観察された。

なお、観察数の多い箇所は次のとおりである。

宮 城 県 伊 豆 沼 周 辺

山 形 県 最 上 川 下 流

新  潟  県  瓢  湖

宮 城 県 鳴 瀬 川

福 島 県 猪 苗 代 湖

新潟県

佐潟・上佐潟・御手洗潟

宮 城 県 若 柳 町

鳥取県・島根県、

中海・宍道湖

秋 田県 十 文 字 町 志 摩

宮 城 県 迫 町 佐 沼
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.年 次 都道府

県 数

観 察
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15,034
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5,061

6,230

6,216

7,331
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1,193
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2,730
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表2 ハクチロウ類の年次別観察数の推移 (単位 :羽 )
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ハ ク チ ョ ウ 類 の 生 息 分 布

鰯

国

団

物

囲

一

2日日日 ―

1日□日 -   2日日0

5日日 -   1日日0

1日日 -    5日□

1 -    1日0

観察数の多い都道府県

宮城県 10,080 新潟県

北海道 3,377 秋田県

(単位 :羽 )

4,873 柄島県 4,030

2,283 岩手県 1,247

青森県 4,030

鳥取県 1,036

山形県 3,456

(b)



(2)ガ ン類

ガン類は、 20道県 61箇所において25種 14, 598羽 が観察され
た。この観察数は昨年の 11,870羽 に比ぺ2,723羽 (23%)多
く過去最高の羽数となった。 (表 3)
種類別にみると、マガンが6,317羽 から9,844羽 に、コクガン

が288羽 から356羽 に、ヒシクィが3,781羽 から4, 332羽 に

それぞれ増加している。また稀少種であるシジュウカラガンが宮城県伊豆

沼周辺で 1羽 (本調査では3年ぶり7回目の観察)観察されたほか、カリ
ガネが宮城県伊豆沼周辺と島根県宍道湖でそれぞれ 1羽 (本調査では6年
ぶり6回 目の観察)観察された。

地域別にみると、宮城県で全体の73%に 当たる10,624羽 が観察
され、また新潟県で全体の 19%に 当たる2,749羽 が観察され、両県
で全体の92%が観察 された。 (図 3)

マガンとヒシクイは、主に宮城県及び新潟県以南の日本海側の地域で、
コクガンは、主に北海道、宮城県及び青森県等で観察された。

なお、観祭数の多い箇所は以下のとおりである。

宮 城 県 伊 豆 沼 周 辺

新 潟 県 福 島 潟

宮 城県 築館 町、 志波 姫 町

宮  城  県  田 尻  町

宮 城 県 石 越 町

新 潟 県 朝 日 池 、 拙 の 池

鳥取県・島根県、中海。宍道湖

宮  城  県  金  成  町

宮 城 県 花 山 村

宮 城 県 南 郷 町

6,358 (マ ガンなど)

1,458(ヒ シクィなど)

1,056 (マ ガン)

と,037 (ヒ シクィ )

898 (マ ガン)

766 (ヒ シクィ)

491(マ ガンなど)

375 (マ ガン)

296 (マ ガン)

272 (ヒ シクィ)

(7)



表 3 ガン類の年次列1観 察数の推移 (lll位

年 次 都道府

県 数

観 察

固所数

マ ガ ン コクガ ン ヒンクイ 瓢不明

その他

ヨ

Ｗ 指  数

45

46

47

48

49

50

51
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53

54

55
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58

59

60

61

62

63

17

16

21

18

21

18

15

25

11

13

18

14

19

16

16

16

18
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27

12

34

43

38

37

65
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９
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3,485

19991

4・ 596

3,611

5,962

2,900

4,019

5,171

7,079

3,136

5,526

5.602

1.880

3,211

5,710

8,317

9,844

339

160

290

256

202

146

104

371

140

236

170

161

5Si

638

60

70

255

288

356

1,500

1,615

1,899

1,554

1,466

2,420

1,896

2,166

と,969

1,797

1,857

3.877

2,165

2,754

2D921

1,709

4,054

3,781

1・ 332

H9

380

986

1,072

60

157

3

626

54

34

75

11

19

967

223

1,184

61

5,565

5,160

5,798

7,181

7,250

7,219

11,022

5,897

6,131

7,830

9,160

7,508

8,327

9,008

4D880

0,960

10,272

11,870

14D593

I

|

０

　
　
　
　
３

０

　
　
　
　
９

104

129

130

130

198

106

110

111

165

135

150

162

88

161

185

213

262



図 8 ガ ン 類 の 4息 分 布

鰯

国

□

吻

圏

2日日日 ―

1日日日 -   2日□日

5日日 -   1日日日

1日日 -    5日日

1 -    1日日

観察数の多い都道府県 (単位 :羽 )

宮城県 10,624 新潟県 2,749 島根県 856 滋賀県 190 石川県 185

(7)



(3)カ モ類

カモ類は、全都道府県の4,287箇 所において31種 1,631千 羽

が観疑 された。 この数は、昨年の99%に 当たり、昨年についで 2番 目の
′
   観察数であった。 (表 4)

観察 された主な種は、マガモ347千 羽、 カルガモ269千 羽、スズガ

モ247千 羽、 コガモ 179千羽、オナガガモ 169千 羽でスズガモ、オ

ナガガモがそれぞれ 27千羽、 22千羽増加 しているほかは減少 している。

また、本調査では初めてアカハシハジロが福井県久々子湖、神奈川県小

田原市でそれぞれ 1羽観察 されたほか、稀少種であるヒメハジロが岩手県

田老町で 1羽 (本調査では、昨年の初観察につづ き2回 目の観察 )、 コウ

ライアイサが岐阜県川島町で 2羽 (本 調査では2年ぶ り2回 目の観察)、 1

クピワキンクロが東京都多摩動物園で 1羽 (本調査では8回 目の観察)、

アカツクシガモが島根県宍道湖で 2羽 (本調査では 10回 目の観察)、 ア

カハジロが大阪府堺市で 1羽 (本調査では 14回 目の観察)観察 された。

地域別にみると愛知県が一番多 く138千 羽観祭 され、次いで東京都

107千羽、千葉県 91千羽の順 となっている。 (図 4)

なお、観察数の多い箇所は次のとおりである。

東 京 都 三 枚 州

鳥取県・島根県、中海・宍道湖

長  崎  県  謀  早  湾

愛 知 県 田 原 湾

茨 城 県 霞 ヶ 前

新 潟 県 瓢 湖

滋 賀 県 琵 琶 湖

千 葉 県 市 川 市 福 栄

岡 山 県 児 島 湖

静 岡 県 細 江 湖

71(ス ズガモなど)

57 (キ ンクロハジロなど)

51(ス ズガモなど)

50 (ス ズガモなど)

43 (コ ガモなど)

39 (マ ガモなど)

36 (ヒ ドリガモなど)

35(ス ズガモなど)

28 (ホ シハジロなど)

26 (ス ズガモなど)

(/つ )



年 次 都道府

県 数

観 察

箇所数

マガ モ カル ガ モ コガ モ スズガモ オナガガモ 孤不明

その他

雪

ｕ 指敗

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

58

57

58

59

60

61

62

63

|

I 46

46

46

47

17

47

17

47

47

47

47

17

17

47

17

17

47

47

17

l,977

2,225

2,5H

2,551

1,465

2,689

2,480

2,630

2,736

2,866

3,212

3・ 187

3,072

3,318

3,245

3,211

1,027

5,110

1,287

203

199

229

201

241

380

292

282

231

204

198

206

215

284

290

357

１

　

　

　

　

８

　

　

　

　

７

５

　

　

　

　

５

　

　

　

　

４

３

　

　

　

　

３

　

　

　

　

３

159

142

194

168

202

253

300

243

236

237

232

242

280

280

294

259

251

253

269

219

164

151

171

189

182

203

209

185

171

161

113

196

174

180

187

175

185

179

50

16

7

43

65

74

135

214

160

155

15G

H0

225

167

176

241

218

220

247

44

37

49

59

83

19

65

65

69

H0

106

96

168

153

145

141

137

147

169

384

397

309

351

330

137

396

439

380

436

325

311

366

378

811

350

444

192

420

1.009

955

912

993

1,H8

1,325

1・ 391

1,432

1,261

1,313

1,178

1,138

1,150

1,436

1・ 429

1,515

1,576

1,655

1,831

100

95

93

98

110

131

138

142

125

130

117

113

141

112

142

150

156

164

162

表 4 カモ類の年次別観察数の推移 (11位 : 千羽)
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図 4 友7モ 類 の 4息 分 布

国

田

既

囲

□

1日日日日日 ―

7日□日日 - 1日日日日日

5日日日日 -  7日日日日

3日日日日 -  5日日日日

10日日日 -  300日日

-  1日□日日

観察数の多い都道府県 (単位 :千羽 )

愛知県 133  東京都 107  千葉県

静岡県  63  福島県  62  長崎県

新潟県 78

埼玉県 53

茨城県

山形県

１

　

９

９

　

５

７

　

２

６

　

５
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，

必

集 計 上 の 留 意 点

1.コ ノハクチロゥについては、茨城県で84羽、北海道で31羽、千葉県

で2羽の合計 117羽が観察されたが、これらは、動物園や公園で飼われ

ていたものが、逃げだしたものである可能性があるのて、調査集計上は除

外し、参考として記載している。

2.観察数の多い箇所は、湖沼については、その湖沼に係るすべての調査地

の観察数の合計により選定した。また、河川については、近隣の調査地の

観察数を含めて選定した。

(/3D



■
ｉ

2.

3.

2. 昭和62年度ガンカモ科鳥類の生息調査実施要領

目的

最近におけるガン・ カモ・ ハクチヨウ類の冬瑚の生恵状況を把握し、野生生物

保護行政に必要な資料とする。

調査の主体

調査の主体は都道府県とする。

調査区域

各都道府県の区域 (海域を含む)と する。

4.調査項目及び調査内容

(1)ガ ン・ カモ・ハクチヨウ類渡来地調査

過去の調査結果、鳥類保護団体からの情報に基づき、原則としてガン・カ

モ・ハクチヨウ類の渡来地すべての位置、地況等を調査する。

(2)ガ ン・カモ・ハクチヨウ類個体数調査

ガン・ カモ・ハクチヨウ類の渡来地の中から調査地区を定め、調査地区億

に調査員を配置して種何に個体数を調査する。

調査地区の選定に当たつては、原則としてガン類及びハクチヨウ類の渡来

地は全部、カモ類のみの渡来地は各都道府県の状況に応じて可能な限り多く

の渡来地を選定するものとする。

5◆ 個体数調査の調査日

個体数調査の調査日は、昭和63年 1月 14日 (木 )と する。

ただし、天候又は調査員等の都合により同日における調査が不可能な場合は、

1月 13日 又は16日 に実施して支えない。
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6. 調査結果のとりまとめ

調査結果のとりまとめは、別紙調査報告書作成要領にょり次の図表を作成づる。

(1)渡来地位置図

(2)渡来地概況表                     
‐

(3)個体数調査表

ア.調査地区一覧表

イ.ハ クチョウ類個休数調査表

ウ。ガン類個体数調査表

工.カ モ類個休数調査表

(4)調査員内訳表

(5)渡来数変動状況表

7.留意事項

(1)調査精度の向上について

ア。調査を実施するにあたり必要があれば、 (財 )日 本野鳥の会等民間団体と

あらかじめ調査方法等について協議すること。

イ.個休数調査については、双限鋭、望速銃、写真機、数取器等を使用]し 、頼

似種及び希少種の確実な判別及びカウントの重複及び調査溺れの防止に努め

ること。

(2)2以上の都府県にわたる調査地区の調査について

調査地区が2以上の都府県にわたる河川、湖、湾等の場合は、相互に協諒の

上、カウントの重複及び調査漏れの防止に努めることD

(3)本調査は、早期に全国集計を行う必要があるので、報告期限を厳守づること。
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ガン・ カモ・ ハクチョウ類調査守H告書作成要領

1.ガ ン・カモ・ ハクチヨウ順渡来地調査

(1)激 来地位置図の作成

ア.基図 (国土地理院尭行 1/20万 地93国 )上に預来地 (1月 中旬頃波来して

いる地区に限る。)を記入する。

イ.波来地の記号は次のとおりとし、複数の種類が激来する場合には、各記号を

組み合わせること。

カ モ 類 の 渡 来 地… 。・・・・。

ハクチヨウ順の頑来地………□

ガ ン 類 の 波 来 地…・。。・・◇

(注 )個休数調査の結果碓認できなかつた場合は、0印 とする。

ウ。預来地の面積が5 0 0haを 越える場合には、そのlCrDを くくり線で記入する
こと。

工.記号の色彩は、個体数調査を行う預来地は赤色、その他の波来地は黒色を用

いること。

オ.預来地には、個体数調査を行うIE来地、その他の波来地の順で番号を付すこ

と。



(2)渡来地慨況表の作成
ア。江来畑 (個体数調査を行う渡来地を除く。)の位置、地況、渡来状況等を様
式5に よりとりまとめる。

イ。「 3次メッシュコード番号」

渡来地の3次メンシユコード番号を記入すること。3次メンシユコード番
号は、自然環境保全基礎調査で用いられたもの (8桁 )を使用すること。梗
数のメッシュにかかる場合には、すべて記入すること。

ウ。「地況」

次の区分によること。

海 岸

河 口 (河日から商域にかけて渡来している場合に用いる。 )

河 川

湖 沼 (人造池を除く。 )

人造池 (ダ ム湖、ため池、源等を含む。 )

その他 (水田、塩田跡等 )

工。「渡来種」

渡来種が判明している場合には、主要渡来種を記破する。

オ.「 個体数の慨数」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記戟すること。

渡来数1 0 0 羽 以 上……「 A」
〃 10羽 以上100羽未識……「 B」
″ 10羽 未 満… 「 C」

2.ガン・ カモ・ハクチョウ類個休数調査
(1)個 体数調査地区一覧表の作成
ア.個体数調査地区の位置、地況、調査者箸を様式 1に よりとりまとめること。

イ。「 3次メッシュコード番号」

1-(2)― イ参照

ウ。「地況」

1-(2)― ウ参照
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工。「周辺の土地利用」

次の区分に従い、それぞれ右に掲げる略号を記載することとし、2種類以

上の土地利用がみられる場合には、主要なものを2つ まで記載すること。

農  耕  地………「醍」

森    林………「林」

集落 。市街地………「市」

そ  の  他……“…「他」

オ。「鳥猷保護区箸の区分」

次の区分に従い、それでれ右に掲げる略号を記載することとし、2種類以

上の区域にかかる場合には、すべて記載することと

鳥 獣 保 護 区………・D● …………………

休  猟  区……………………。
1・ ……

鳥猷保護及狩BH二関スル法律第11条

第 1項第 3号から第 6号 の場所………

銃猟禁止区域……………………………

銃猟制限区域……………………………

猟    区……………………………

そ  の  他……………………………

「保」
「1ホ 」

「公」
「チ癸」
「TDRI」

「猟」

「一」

力。「調査人員」

各調査地区何に調査人員の延人数を記入すること。

(2)個体致調査表の作成

ア.種別の個休数をハクチヨウ類、ガン穎、カモ類節に様式 2～ 4に よりとりま

とめる。

イ.調査地区番号は、個体数調査llu区一覧表に用いた番号に合わせること。

ウ。「その他」

様式の種名側に掲げられていない種の個体数を種別に記入すること。
‐なお、記入欄が不足した場合には、様式最下段の「その他の内訳」憫に調

査地区毎に記載すること。

(3)調査員内訳表の作成

各都道府県における調査員の実人数を様式 6に よりとりまとめる。



(1)濃来数の変動等の椅記事項一覧表
ア.ハ クチヨウ瓶及びガン類の主な波来地 (昭 和61年度又は62年度の波来敗

が、ハクチョウ順にあっては200羽 以上、ガン顛にあっては100羽 以上の

波来地をいう。)の うち、ホ年度のVL来 敗が市と年度の漫来数に比べntね ±50
%以上変動した調査地区、並びに次の櫛少種が昭和61年度又は62年度に預

来した調査地区について、当該種の波来敗の変動要因又は当該椰の直近のJl来

状況等を様式 7に よりとりまとめる。

(稀 少種)ガ ン類……シジュウカラガン、ハクガン、サカツラガン

カリガネ、ハイイロガン

カモ顛……リユウキュウガモ、アカツクシガモ、アメリカヒド
｀
リ

シマアジ、アカハンハジロ、オオホシハジロ

メジロガモ、アカハジロ、ケワタガモ、コケワタガモ
｀
アラナミキンクロ、ヒメハジロ

イ。調査地区番号は、回休数調査地区一覧表に用いた話号に合わせること。

ウ。「変動した要四等」

ハクチヨウ類、ガン類の波来数が変動した場合は、天候、積雪の状i兄 、側

の多少、生息地の改変等要因として考えられるものを固明に記載し、カモ類

の稀少種に関しては、今回漫来した場合のみ前回漫来年月、漫来数を記載す

ること。

て/アリ
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|∂ 3/

∂32

θ33

03/

つ】す

θ]と

∂3タ

0数石,

沙字/

ク
　
　
　

，

メ
　
　
メ

え洩Ё

7/

ク

rr

/7

ク

//

//

//

//

ク

//

ク

ク

″
　
　
　
　
　
″

|

|

櫛

斜郵

//

ク

″

//

癬氏市

r/

鰤

常呂郡

紋列市

中川稀

河頭郡

中ノ1蛎弔

帯宏市

中ジ!傷茅

足 勒

911躇市

様 似 町

分卜里 灯

タ

ク

//

小洋秒KET

//

幕 .界〕

え 71J

幕 別

//

町
　
村
　
町

様 似 川

中 斜 里

港  町

夫  咲

中斜 壁

デL  労

比  澳

藻  み

新師大山

本  舞

常 呂 港

洛 の上

途 デ」)||

努  獲

4  住

兵  別

東′南え

東/2萬 又

や  生

和 未 里ブス

菖 岸 頭

河 りII

タ

//

//

タ

河 白

湖 沼

//

汀 ,II

//

汀 ロ

湖 沼

河 メII

//

//

//

″

//

潮

彦驀

/∂す

∂つ

/つ

す つ

S2

S

2

S

/J

タ

2

す

す

ヱ

す

■
'
/

2.」

iぎ

〃 2

2つ

/r

ク

/7

ク

1来
・

 宏

公

7Ft, 
公

77

徐

丞
ノ′ヽ

″
　
　
　
　
　
力
　
　
　
　
　
　
″

″　　　　　々
　　　工径（

/。  /ぢ

//

//

″

//

/7

″

77

/.だ

/./ぎ

″

タ

″

7  .

カ

ク



基

　

ゴ

ぢ

夭 族

調査

人頁
調査着A表 オオハタチョシ コ八クチョシ 雇 示頂 卦

皓

兵

″

ク

´

清

表

″

着

″

雪

時

ク

カ

ψ

″

″

つ
　

″

ク

2

3

ユ 3

∫

す

/S2

//

/e

丞

/泉

2つ

2ち

/つ /

/必

じ

/∂

ノ

/32

命

之

S

23

∫

∫

/∫ 2

//

/S

必

/2

支 θ

2必

/つ /

/ど

3

/∂

ノ

/S2

/

む

２

毬

乏

皇

３

／

ク

ク

定

２

島ク
　
　
　
　
″

S I コ  ー ー ー

⊇ 1小抹 昌芸

む



た仝調 調 査

歯疲

掘 養

肩 百今納 県 邪 市 町 対 北 名 定 滉

晩

廓
　
孵
然
鷹
ゆ
ゆ
孵
ル
″
れ
幾
特
を
茂
ウ
ゆ
博
″
”
独

7/

//

ク

77

77

//

才

//

//

り

″

斥岸邪

//

//

//

タ

)'I上所

カ

//

//

//

//

//

町
　
町

Э川路溶内

FT疼 庫
破 つ患椿 )

阿 寒 町

臨 屋 村

//

存 岸

次 中

ク

ク

//

キ子涵阿

//

//

″

//

//

//

//

標 慕 町

″

γ　
港3'|

穣

周 蒸 )1)

H寒 剃

雪 種 ノ|ヽ

幌 Ξ ジ
'I

写 岸 湖

鰤 沼

菜舟節 沼

決 中 湾

琵壱及河JII

瓶斜醐

″

//

//

タ

//

//

分 内

栄

排

河
'II

剃 沼

河 川

渤 沼

渚

滲岸

河川
|

湖沼

//

//

//

>可 )11・

//

//

//

//

″

2つ

彬
　
ψ

力

審

力

々

／

海

２

ユ

ヱ

え

み

皇

多

す

ｆ・
ｄ

ｆ

〃

策

ム

空

策

Ｉ

録

策

保

一

策

保

″

ク

ラ

ク

休

ゲ

彦

ク

一

ク

/ た

//

′′

//

7/

/7

″

//

″

″

/7

7

ク

//

//

7/

77

77



入 族

調査

人頁
潜 A表 オオハタチョシ コジヽクチョウ 雇 不璃 苛

とヽ瞬町

″

　

カ

ク

″

ク

ク

ク

″

″

ク

ク

チ

タ

を

″

カ

ウ

″

ク

ヱ

２

　

え

／

／

Ｓ

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

ヱ

ノk林 ス

　

明

昌

六 平

告巴  夷

矢口寛太邪

媛 昨

鈴大  手

多

//

//

//

″

//

大閑  実

岡木 泰こ

中四 士郎

)|(見 山 李男

渡辺 文男

/ヱ

Sア ヱ

又 ど
'

る つ

/す

/S

/タ

″

々室

ヱ す つ

S

字

/7

∂ ,

♪

e

ク

  |      
フ

|  
ヨタ 2

|

1 2ど つ

|

|  どつ

1   /す

1   /子
|

|

1  /'

I    S



た仝調 調査

喬疲

島状採
根ヱキ
の E外

調 査

肩 冒奪納 県 か 市 弯 対 北 名 定 泥

′る3

つど

“

汐どす

つとム

つどク

0どD

汐とア

つノつ

つ夕/

Dク2

つク3

つク″

∂クす

沙クど

】監雄

//

//

青森県

r/

//

//

ク

//

//

//

//

′
^封

人テ市

三テ碁

上)蹴千

//

//

模 茶 町

//

//

列 海 町

″

巳鳥 獣 保 改

休 λ 区

辞 鶏 柔韻び諺守猟 ミ

開 スル 法律 の場 所

銃沸 棗 止区競

― 狼 I猟 野

通 )II町

南 部 ET

大 ケ所 対

百 洒 町

下 日 DT

上 )L町

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
″

|

3ク

新井打′,I

下る穴井

沖 田 血

え 餃 沼

日 ケ久保

閤 木 足

未 内 内

姉  沼

河 ,II

洩 洛

務 澪

河 口

刈 ,II

//

″

湖 沼

r/

//

//

|

2つ

/夕/

ど
=∂

/汐クつ

/クっつ

P′どきど

じif

⊇す

∂沙

/Д影 ,7

/pク

字字

アθ

20

0フつ

す

夕つ

J

,つ フ

保

保

淋禾
　
　
一

ク

″

林

//

保

″

/ /ど

″

/./す

/./6

//

/./ξ

/ /S

″

/7

/。 /ξ

″
　
　
　
　
″
　
　
　
　
ク

I

|

|

)1よ コフ
°
)＼ クチュシで`夕出薇主、

一，
′

(3④



夭 族

調査

人頁
潜 A表 オオハタテョシ コ八クチョシ 雇 不頂 封

卑謄明　　　　″　　　　　″　　　　〃

2

2

2

/

/

渡辺 文男

星  史ゑ

//

ヱ /

/″

/δ ∂

すクつ

■つ3∂

/S∫

/滲 ∫

3ァ 石

タタ ィ

//

ク /

/タ

/∂ つ

命ク っ

〔3つ 〕

2つ Sa

/a∫

/∂ ●

を 2皇

〔/'

夕 ぢ 2

タ

/タ

2ρ

/∂

す 2つ

3

//3

/ち

山 口 日馳

f3つ )

・

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

‥

婉　非　　　雛
　
　
競

″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
カ

田
　
門
　
　
　
曲
　
　
　
村

中
　
川
　
　
　
沖
　
　
　
一ミ

/∂

そ
`

て/〕

小爾

陪

//

//

//

2

/

/

2

2

/

/

/

タ

/7

29

/∂

す 2,

3

//3

/ど



た杏調 調査

面唐

株
キ
分

状
ヱ
区

島
機
の

掘 養

肩 百碁
号 納 県 郡 市 町 対 北 為 定 元

∂タタ

ρ夕か

沙タタ

0∂ 0

0∂ /

OB2

沙′3

υ∂字

っ,す

,∂ど

つ′ク

ρ′∂

0′ タ

0,つ

つ7/

0夕2

p′3

,,字

,アξ

,アど

1写:

告泰県

/7

/7

タ

//

″

77

r7

77

7/

7/

k)ヒ居子

″

十刑出市

束潮

″

″

//

//

青森市

ク

″
　
　
　
　
″

一

″

″

ク

ク

″

″

一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

‐‐二

_L ,ヒ  B」

入周林村

野迎北町

横 決 町

平 占 町

//

//

//

滲

//

″

″

//

ク

小 ),I凍 溺

天 閻 館

舞 辺地 湾

夫 保 ザ!|

中  弟R

肋   田

狩 場 沢

浩 71tり i(

小 湊 川

演  謙

閤  木

式  滝

穴H沢漂港

久 采 叛

駒 丞 川

荒  川

新 コ 川

油  川

頼 テ 子

内 真 都

後  湘

湖 沼

河 ノ||

海 痒

汀 川

//

務岸

//

河 ブ11

海岸

//

″

河 川

務 滓
〆可 )'I

海 岸

//

″

//

3/沙 D

3

2θ

G

2

/

ク つ

ク0

/

影

2つ

2つ

d0

20

/0

/ク

じ,

/沙

/つ

/汐

/沙

林

″

保

7/

//

77

7r

r/

″

基

″

″

/. /す

/. /3

//

7/

//

/./″

//

7/

ク

,

ク

ク

″

7/

//

″′

|

(3b)



夭 族

調 査

人 頁

調魔芳バ表 オオハタチョシ コハクチョシ 雇 不頚 寸

暗

″

″

ク

″

″

″

ユ

丞

珍

″

″

ク

ク

ク

″

″

少

″

″

″

ク

″

一一

２

二

／

／

／

２

２

／

／

／

／

／

／

／

／

／

／

２

ヱ

ヱ

２

ユ

海 曲

面野 由兄

丸山 忠男

浜辺 功鉢郎

中村 圭造

″

善歳

ス 野 正後

迫差

ク
　
　
　
″

皿石

ク つ つ

2/

θ

クど

/θ

ク2

/つ

タ

すど

アク

″ ∂ ∂

3つ

22

θ

/,

すフ

//

どど

Fデ

2と

/室

/ミ年

/宇

ク 0つ

2/

∂

アど

3S

ノ P

/ρ

タ

,ど

,ク

ク∂ ∂

3つ

ヱ 2

∂

/ア

す /

//

イど

どタ

2ど

/字

/」

07)



た査調 調査

面衆

掘 養

肩 百
今 邪 市 盲 対 之 名 定 滉

2つ

,つ

Z D

S

2つ

´
す

/つ

∠ /字

″

,

77

望″

η

４
　

一

77

保

々 οつ  |   ″



夭 族

調査

人 頁
調査芳ガヽ表 オオハクテョウ コハクチョゥ 雇 不頂 寸

岳
ム
　
″
　

″
　

カ
　

ク
　
″
　

ク
　

リ
　
″
　

ク　
借

　

ク
　

″　
　
″
　

リ
　
ク
　

″　
岳
４
　
嘴

定

２

２

２

／

／

／

／

／

／

す

⊇

ヱ

２

宝

２

２

ク

／

石 岡 差追

//

ク

石 阻 曲

ク

ク

昌次

ぇ川 階四郎

村口 新 一

高橋 金三

辻   頃平

岡 田 忠夫

柔 H仲 作

小山 倍行

三浦  一二

/∂

ク

ど

//

玄 Ь

2

2

2ク

20

9

ご3つ

/22

す 1/

2つ

2

∂

/∂

2'

S

/∂

字

ノ
0

//

夕 ぎ

2

2

27

ヱ 0

ア

dじ つ

/2ア

す /

2つ

2

F

/∂

2ア

す

と
　
　
２

事， ム　　　　　″

)卜 山

山内

荏行

I召 貞

か

/つ



/2つ

/2/

/''

/23

/2タ

/イ

/Pど

/27

/2'

/?ア

/9'

♂3/

/J2

ノSS

/J字

/3す

/ヨど

ス浙市

//

//

//

7/

22つ

ξ

ヨ∫

f

S

/0

ξ

ど

ど

a

々

2

e

⊇

3

Ь

ヱ

3っ3J

玄夕●

/. /室

/‐ /5

カ

/./窯

/,/●

/./宝

/ /す

/ /字

/./f

吉泰県 1面務 1深 浦 町 |)ヒ 金ケ茨 1滲岸

保

應  デ

富士見橋

三 世 寺

平 川 梧

廃  構

夫 豊 椅

韮 岳郡 1大 魚▼町 1森山大格

相 生 桁

長  蛉

皮 ヶ厠村 1旋 ヶ 環

田舎億村 1茄田屋放

″

黒為 市

ク

紺  町

八 計 |〔 獣 県 護 区

銑猟禁士区競

一 般 猟 寿

ク

//

//

/7

7/

/7

//

//

77

//

7r

P/

//

孝

/7

77

保

//

み
　
　
　

　
　

ち

//

7/

ク

4年 桁

江  湯

2ク か P/r

クか夕庁

3す か所

(γの

aどすす



入 族

調査

人 頁
調査着バ表 オオハクチョシ コハクテョフ 雇 示頂 卦

星
ム　　　　″

//

7/

″

//

″

/7

//

″

Z

す

　

Ｏ

Ｓ

‘

す

２

Ｒ

す

す

Ｐ

後

Ｓ

Ｇ

３

ヱ

ヱ

山 内

小山

貞

　

行

岡

　

宿

′′

菊池 済昭

水山 倍行

菊疱 清昭

小出 倍 f~T

菊追 浩昭

,Iヽ 山 宿行

″
　
　
　
　
″

菊 池 済 陀

/∂

2字 3

Sつ

2S

る

ク

/F

θ

2タ

3'

/つ

P∂

2

∂

ク2

∂

/す

/ク す つ

ク Ь タ

/∂

Zマ 3

3つ

23

と

ク

/∂

θ

2フ

S'

/つ

2'

2

∂

ク宝

∂

/∫

/ク す 0

クど ク



派
孝
分

状
ヱ
産

島
懇

の

ク
　
　
　
　
″

ρ
　
　
す

　
　
ク

２
　
　
　
　
　
ど

∂^

　
　
　
ヮ
′
　

　

　

つ

だ
　
　
海
　
　
形

岩子県

//

//

ろ

//

//

必 岡市

″

岩琴か

糸赫

)ヒ 上市

和 貨癖

胆沢郡

江刺市

一周市

醒 郷

飩 姉

"
宮芭市

久熟市

十二ナ市

杉 土 手

太 題 喬

夕顔 浦摯笥

雫 石 町

紫 波 町

黒 沢 尻

本目   去

江 釣 子村

金 チ崎 阿

耗  演

衣   注

花 泉 町

長孔イ出 沼

大 狼主 町

長 内 町

ぬ 功 所

上   田

榮

保・祭

な

//

保

渉
ント

//

保

啓

ム

保

/ /々

/_  /3

/. /7

/。  /ど

/7

/, /字

/./タ

ク

/。  /る

/. /字

/. /ご

/. /″

)ピ  」L )'I

雫 箔 川

)L上 ノ!|

御 前 羽

河 川

主  柁 |″

夫  疾引人潮

佐  舜 1河 〕
|

】【     死二  十メd窪多鴻B

/夕 /

/″2

/ク3

/7ク

/字す

々 と

/ξつ

/す /

/す2

/'S

/す字

/驚

/争乙

ク

/す

ぐ

イつ

″つ

Z.宇

″　　給
　
　
ク

種節 1汀
川

完舒中梶針下抗

茄  j/E

永   井

く金 流 )il)

芦  汎

斑 方 手

火 拒 )1(

童 占 潜

湊  町

九  瀬

高 拡 池

ク

　
　

　

　

″

己
　
　
Ｓ
　
　
す

力
　
　
　
　
　
″

ノ帷 )セ′| タ

河 )II I /ο

湾岸 |すο

,溝
3]… ノtl l s

ユ
|

′ |

″
　
　
　
　
　
　
″盛田市 娃 メヨ1//1 ″



夭 族

調査

人頁
調査芳A表 オオハタチョン コハクチョフ 雇 不覇 寸

曇時々
ノ|＼ だ預二

講敗
畏

3

時

/

/

/

/

/

殺

工崇 勝膚

高椅 建 二

葛括  ―

存粛き疼美

ヱ タ

ノク

/ク

/夕 と

々

2争 ∂

ざ

ど 之

皇′

ク ク

/タ

/∂ ゼ

々

32支

岳
ム

片

ク

岳
ス

//

才

/

2

3

3

S

/

高橋 昌ミ郭

小沢  誠

営舞  ぇ吉

十茶 往 男

″

小野寺  貢

ど /

∂

〆

∂

e/

/7

/∂ ∂

／
　
　
∂

　

必

ど

/ 1  ル   1 2/タ

⊇ 1首寿 忠み |   ,

役藤 勘 平 1   /

d l財力沢 央載卜   釘

/ 1村 田 宿 平

a l高村 帝る I   G

G

d/

/ア

/θ F

2/家

∂

/

ξす

P

G

/え■ ‐

(てと

')

ヱ



た仝調 調 査

重疲

採
キ
（

状
二
区

£
根

の

掘 養

肩 冨今納 県 痢 下 弯 対 之 名 定 滉

/● 7

/●か

/F,

/どつ

/ど /

/暫2

/び 3

/ぢ ″

/ど ま

/ど ど

/どク

/笞 θ

/ど 7

/夕,

/夕 /

２
　
　
彿

水 計

県
訪

ク

″

″

″

　

″

．

″

，

―

″

・

″

″

鳥 獣 矢 護 区

悦辮 止 L事

一 及 猟 舜

古 川市

|

`か
汁

//ら 力`庁

すか所

協

清

谷

生

幡

行

巷

川

沼

の

田

女

八

検

藤

吉

化

金 房 測

束白巧勅

内  町

初 恭 星

営

土平.柏后
士 る

下
''I原

中
"I療

十  格

撤

触

河 )ti

脚

ψ

河 ,11

//

河 ロ

湖 沼

河 ロ

〉司「)11

//

//

湖 漕

″
　

　

　

　

ク

ク2

2つ 夕.`

〃 ∂

々 つつ

2つ

たす

,争

2θ

3

光子

2

クつ

/

2

/,つ

2

/つ

/ρ

/

じ 0

保

//

//

嶽

//

″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
一

//

保

捗
不

保

|

/″/

7/

″

//

//

//

7/

//

77

ク

ク

77

ク

(?イ)



入 族

調査

人頁
詠矛査ジ旨おヽ表 オオハタチョン コ′＼クチョフ 雇 不頂 寸

時

//

//

//

//

//

//

7/

7/

//

ク

/

/

/

″

S

/

/

/

ユ

2

/

⊇

|ヱ
|

□井  博
｀

菅源 拭雄

仁療 式志

緑こ)'( 正人

高椿 隼妊

//

//

河 田

子丈 司

//

着柘

//

羽 滋 デヨ

葛平 安泉

Sど ク

ど /支

⊇ ク /

/ク

ク

/S

/暫

/7

字

夕

`∂

ど

`ど

ア

フ ア 2

争 兄

∂ /

″

争

す

ク 2

/0

ユ

`ク

ど 2つ

3aタ

ク

3つ ど

争 P

θ /

″

争

S

ク2

玖

/s

/g

/家

/つ

マ

夕 ど ∂

マ
　
　
／

小好

娼埼

刑尤

政頃

a,

2夕 す



象¢準
の X分

/ク字

/ク
`

/夕
`

/ア ク

/夕が

/クア

/∂つ

/か /

raュ

/′ 3

/F″

か す

Fa丞

/ひ タ

/∂ ∂

/∂

'

/アつ

営疵 県

//

//

//

ク

//

//

古川市

を日邪

九美邪

工襲拶郵

遠田尽

//

//

″

栗凍群

ク

//

ク

″

栗真部

登米碁

本 芭那

獣 春

//

鹿 島谷町

色 赤 BT

尼 出山町

鳴 う 町

□ 尻 町

小牛■町

南 郷 町

栗 烏句町

差 柳 町

瀬 峰 町
漸清水町

― 造 暉

鴬 沢 町

茶 館 町

着 柳 町

迫  町

本 壱 町

豊 里 町

違  阿

坂 沢 提

えE 合  ジ,|

爆 充厩池

告 田
'11

鳴 液 ジ!|

江 合 りII

弁 天 沼

蕪 栗 沼

兼  来

)L 浦

鳴 凄 川

沼  倉

着  抑

瀬  峰
恵 清 水

一  通

臨  郷

存 豆 沼

内   落

中   島

― ッ 療圭

佐  氾

海 沼

河 ′li

水 園

汀 )'I

タ

″

湖 渚

との抱

//

河
'II

魅 池

河 )It

娃 池

河 )I(

//

湖 沼

河 川

力 岸

河 川
|

タ

す

0つつ

をつ

す つ

/2つ

/つ

,沙

クつつ

すつつ

fθ

2つつ

/2つ

2つつ

/すつ

2つつ

/字す 0

/,

3

保

休

保

//

//

保

保

替
7rk

た /宴

//

//

ク

//

″

　

　

　

　

″

ク
　
　
　
　
カ

　

　

　

　

ゥ

力
　
　
　
　
″

″
　

　

　

　

り

″
　

一

〃
　
　
２
　
　
庵

／

　

　

　

／

　

　

　

／ //  1  2

(字ど)

_1_」



夭 族

調査

人頁
潜 A表 オオハクテョシ コハクチョフヽ 雇 不頂 寸

浩

//

//

//

/

/

/

/

/

/

/

岩崎 政頃

渡辺 宣造

//

∞六 米大

鎌 ■ 育卓

港佐 正直

/3⊇

//

/3

2

/● ∂

2タ

ど つ

ヱ 々

/3⊇

//

/3

ど0

2

/ぎ θ

//

杉

//

/

/

/

父

2

/

2

/

/

／

　

　

／

高捨 を一

菅療 る男

菅反  屋

申川 晃寺

V//本 光デ

高梧 成″

興野 奥大

市 ,Il 源美

笙環 巻 一

三湖 瘍 一

及 ),I光 男

鈴木  諄

じどす

2

2ク

す ク

ど′

//⊇

222ク

ぢど

/∫

/皇 3

ク 必 ク

/2Gダ

2ク /

どど

/す

/23

%/32

芝

ん 3/J

すク

弓 ク ア∂

(″夕)



|~

調 仝 た 調査

面療

採
守
（

状
ヱ
区

島
級
の

掘 査

肩 百碁
モ 納 県 都 市 弯 対 北 名 定 泥

〃 タ

/ア宇

ノタ必

〃 7

/98

/タア

之りつ

20ノ

2つ2

2つ3

必
　
　
オ

ZpЬ

菖症 県

″

ク

″

r/

//

夕

　

　

　

″

プ|＼ 計

秋 田県

//

//

登米朴

利ヒ豊デ干

″

ク

ク

″
 |

烏 獣 窃

体 猟

銃襲策」

― 奴 分

虎 月か

鹿角市

〃

滝  町

//

河 )と 町

河 蒔 町

窮【 生 町

//

//

ク

聰 瀬 H

)ヒ 上 町

:ま 区

匡

=区
成

4野

小 坂 町

山 の 沖

大   ///

葉の末決

)監  五ミ ′!I

(大 演 提 )

旭   LH

)ヒ  k ′!|

(山  E日 )

十日比 …L′ 〕
|

(舟止 率 )

サE)と上 ,11

(新 出 )

IH北上 川

(喜 須 賀)

鳴 瀬 )11

皿 只 )I

/ア カ丸↑

ワカ請

2ヵ ′片

2ど 力浙

崎

占

内
　

蘭

ロ

和
思
　
和

山
　

十
毛
　
十

癖

潮 沼

7/

汀 ).I

ヴ召

河 ′li

//

″
　
　

　

　

　

″

　

　

　

〃

河 )II

タ

//

2つ つ

/

夕 つ

す

/0

/D

/つ

/つ

ど

/

2,す//

32つ

/2皇

2,よつ0.争

″

　

　

ｄ

す

保

俣

″

″

//

″
　
　
徐

　

一

一　

　

″

″

/・ /字

″
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
″

″

ク

//

″

　

　

　

″

/ /字

ク
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
ン



夭 族

調査

人 頁
調生着A表 オオハタチョシ コ′＼クチョウ 雇 不項 謝

店

カ

//

ク

//

//

//

//

口Ｄ玄

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

ど

//

片倉
｀ 丸

今野 直″

田 ロ

2,つ

∂ B

∂ タ

2つ

2る

ク

//

ど

夕 da

∂ /

夕 ど ク∂

//″

2ク

ス クぢ f

/つ

ど ″

2∂ ど

/∂ 25

/フ アア

ク∂ デ

2す つ

θ 3

Gア

ず ネ

2ど

タ

//

ど

ろつ3ア

∂ /

ど、す つ 3

//`年

/`323

?,25´

/D

∂

/′

″
　
　
　
　
　
″

ぢ
　
　
　
ど

″
　
　
　
　
　
　
　
　
ク



調 仝 た 調 査

音疲

調 査

肩 百今 都 市 町 対 北 名 定 滉

2つ″

フつ′

2′

'

2/,

2//

2/2

2/3

2/タ

2/'

2/ど

2/フ

2/′

2/ア

z2つ

22/

フ
'ユ

223

秋 ■ 県

″

//

//

″

//

″

//

//

/7

//

7/

//

7/

ク

　

　

　

″

鹿声市

大健市

/7

夕
・

″

)ヒ房k明

//

//

山本郡

籠従市

的

″

//

秋 田市

河 辺 か

和 比那

″

　

　

　

〃

比 内 町

痣 巣 町

上ノ阿可郁

二 ン`井 町

大 潟 対

競 目町

河 辺 ET

面イ

")ヒ

日T

町

″
　

間紳

花  輪

ス 保 目

花  輪
新 田 町

校  末

長木川 甫

主_花

″

一扇 田

栄

沖 H衝

蒸 上

漠 内 潅

函  都

承 ,K路

馬 場 目川

新   屋

叛   本

輩 首

河 ,II

″

77

//

/7

//

//

″

彦

湖 溜

騨

//

涛可′11

河 口

メ丁 ,II

湖 沼

//

す

S

S

ξ

/す

/泉

必

′

ヱ

3す

/つつ

クつ

/つつ

2つ

2つつ

す

/す

字

　

す

″

//

ク

″

″

//

″

″

″
　

保

保  ―

保 .朱

沫

保

∠ /γ

″

/7

″

77

7/

77

た ｀/ど

//

/. /字

//

ク

″

7/

ク
　
　
　
　
　
″

fjD)



入 族

洞査

人頁
潜 ガヽ表 オオハクチョシ コノ＼クチョゥ 雇 示覇 計

ユ
ム

//

//

タ

//

//

//

ど

ど

/

泉

、ど:〕

3

/

6

田 口  徒 冶

太剛  豊

威  哲男

長噴「 富妊

路 部 揮落

松痢 一司

字 ∂

支

2

ど /

//

″

G

θ

タ

玄 ∂

2

ヱ

ク つ

//

字

3

G

雲のち
ノトΞ争

//

景

涌

品
ム

//

雲 蒔マ

粛

/

/

武石 告 死

///渕 広冶

言格  魏

ゴ上 金―

ク

/き

/s

2ノ

/33

2

♪ ど

2ど

G

/心

ど か

ク

/∂

/3

2′

/3ク

2

∂ ど

2ど

S

″

/

/

/

争

/

2

//

か底名 宝夫

行 藤  勇

佐藤 分こ

田村 義美

″

″
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
　
　
　
一一

／

　

　

　

／

辻 求多宏主 /Ь

と ,

(S/'

|



た仝調 調査

面疲
象¢準
の 区 外

掘 養

肩 百今納 県 郡 市 弯 対 地 名 定 江

2331出 ///県

ここξl子ごと酵

町
　

町
　
　
　
　
町

　

村

　

　

　

町

北
　
日　　　　莉　　沢　　　　両

河
　

朝

　

　

　

太

　

一′
　

　

　

川

漸

効

山

ク

動

的

鶏

鰤

勒

笹花

恙  芹

下 今 象

入 久 塚

店 井 川

ノ(      略

平   成

る か析

/か 浙

/♪ 声庁

23か 浙

歳    層

大写日田

滴  廷

上   御

界由   原

大 名 田

金 万 坊

)主  関

猛

夕つ

S″

∂ 3

す必

2つ

/2

Jρ

″ク∂

/す

Zつク

争 3♪

2

クつ

じ 0

河
'11

//

//

´

//

〃

て分他

河 ′,I

//

触

//

河 川
I

//

//

／

働

す

す

ど

お

かイ　　　　　ク　　　　一　　　　　″　　　　ク　　　　ク　　　　″

榮

一
　

保
　
　
一

/ /タ

//

//

//

//

/./す

/ /字

//

″

//

/5/.

/.

/っ

〃
　
　
倉



夭 族

摘査

人 頁
調査着A表 オオハタテョシ コ八クチョウ 雇 不預 寸

曇蒔々
瀬

品
▲

//

満

晶
へ

ち

曇

膚
致

時

″
攀
函

/

争

2

ヱ

ユ

2

2

/

/

S

/

/

/

辻  袴妊

栴 崎 娩

上 田 佐 ―

//

佐藤

近辣

4RA

政一
腕
柳

PST:野]   巧客彬広と色

粕倉 幸―郎

斉謀 ―郊

長面 玉港

有路 分為

長演 鉄 軒

/2

/23ρ

を す

2タ

S

/宝

どク

/0つ ち

S

∂必

∂′ ″

/争 /

=タ

?S

″

`

″

/S

2つ つ

3

ヱ

/皇

/2Sつ

´す

2ク

S

/字

ど ク

/す /ク

G

∂ ど

,つ タ

2つ つ

/ξ /

じ

ど 字

″ 3

夕 ど

芝/ 山科 ― 軍

笙木 善和

山岸 工嘉

ξ3

/ど

`/
/S

(63)



た杢調 調 査

歯唐
曇¢準
の 区 外

掘 仝

肩 百碁
号 納 県 か 市 弯 対 北 名 定 泥

律
　
　
　
縛

？
　
　

　

Ｚ

?″字

2夕 す

2々 ど

2クフ

Z玄∂

2ク タ

カ

�　　章　　　為

P●タ

2SS

■S丞

山///県

//

//

//

ク

//

//

瘤 島県

計

″
　
　
　
　
　
　
　
″

″
1栂

引 町

良 獣 保 義 E

銃従 禁止区成

― 及 猟 野

|

|

//   1デ差k   ttu

深  沼

最 上 )i)

(舟 場 )

養  柔

魚占  只

元  後

え                 WU

蕪  出

尽  )'I

2か 折

ク つ` 浙

Fか 折

尉  上

(新 川 >つ

(フ瀑溜 池 )

(裏 井 川 )

疵   野

く興覇乗  ''I)

二  十 沢

(同式 腺)|)

入 工 橋
達 来 椅

こ茶屋 ジヒ7)

近の抱

河 )'|

//

//

河 ロ

勲

河 川

是 池

//

河 )II

//

″

剃 瘤

//

/

/ア ∂

″

ど 3

々
だ
″
が
す
２
密
癖
癌

2

ヱ
　
　
２

皇

/

一　

策

　

一　
朱

　

″

保

基
爪
　

″

ヵ
　

　

淋

一不

　

　

　

　

″

禁

/ /3

/`/γ

//

7/

//

/7

/.  /3

/・  /`

/.  /年

/. /す

″
　
　
　
　
　
　
　
″

_上ユ__|  |



夭 4芙

調査

人頁
潜 ガヽ表 オオハクチョン コハクチョシ 雇 不璃 卦

工時鳴　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ働ムヽ　　　　形

タ

IZ

/

/

/

じ

/

山岸 工寛

木村 忠吉

央山 弦良

本 田

作殊

隊
　
章

″
　
　
　
　
″

/2タ

ざタ

S

/

/ぎ クヱ

3夕 つ

/S

宮

ど

す

ど /ク

/2ネ

∂12

ク

r

≦

2.2∂ ″

時

//

3

8

マ

玄

芝 /

秋 出 由男

荒木 一功

市沢 照た

含りil 昇

り
'〕

内  一

詑 圏 政 治

/

/ク 2∫

す 3∂

3ク つ

皇 ∂

2/

す /

/つ タ

/3

光

∠ 2つ

2宴

2つ タ

/ぢ

2つ ど

/守 ア

す ュ ダ

2∂

3ア つ

/

2′ 3字 す

す る?

年亨ア

玖 窄

⊇ /

2つ ど

/ク ア

争ぇ

ど 2∂

玄 /ク 支

傑

|

(59

|  |



た仝調 調査

面戒

採
子
（

状
二
Ｅ

島
機
の

調 査

肩 百
奉
号 納 県 邪 市 町 対 北 名 定 滉

2●タ

均

PS7

クどつ

2ど /

2g2

zど3

2Ь字

な

フどム

2るタ

必 β

2∠タ

2タク

2″

箱 島 県

//

//

//

″

″

//

//

//

//

//

//

//

″

安 逮

郡 山市

え 瀬

石  )II

″

白河 市

面 白河

影 赫

卵 赤

//

//

町宮本

小 倉 沢

～ 洟 路

党 石 町

石 )II町

玉、 )II夕貯

五 郵 注

表 郷 村

粥 糸 町

猪 驚代 町

″

ク

イ倖  田

(珂丈眼 川 )

メ1味班副喬～

釣

(賦 碑 II)

羽   市

鈴 色代湖 )

で高好 池 )

(大  洸つ

)|キ   辺

(式道 池 )

(菊  油つ

(大   ,咆L)

中 善 寺

佑 斌 尻 )

禿 苗t湖
0芯 日 決 )

塘 猷 湖

(含黒 夕澳 )

塘 監代 剃

9県川れ口)

措 苗林謗朔
(三

"け
易療 )

塘 芭代 湖
(蜜 沢 決 )

塘 譜率∂朔
(長 澳 )|

汀
"|13,

2ρ

わ
Ｓ
雰
が

力
３
？

″

″

わ

勒

″

″

鵜

騨

ク

″

勲

グ

″

　

糀

　

ク

　

ラ

　

ン

　

タ

　

亦

保

//

″

猿
71R

//

休

法
不

景

//

//

ク

ク

　

　

　

　

　

″

//

た /す

/ /″

″

//

77

″

ク

7/

//

ク

//

//

ク

ク



//

ク

//

曇

嘴

″

す

ク

タ

玖

S

G

3

ご

S

//

各採 童男

野木 彰二

後茉 市呼

山内 寿堆

ノ 争

字 ア

2あ る

/32

/ク

3々 ∫

//

/∂

/ヱ

| ク つ G
|

|

|

|

|

(ぢ7)

′

/ξ

独 タ

2ク
`

/3ヱ

/ク

3夕 J

//

/∂

ノヱ//

入 族

調査

人 頁
潜 ガヽ表 オオハクチョツ コ′ヽクチョフ 雇 示頂 卦

」Ｆ「　　　　　　　　形　　　　　　　ク　　　　　　　多　　　　多

寂
　
　
　
　
　
ヱ
　
　
　
　
／
　
　
　
Ｊ
　
　
争

中婿  筵 男

奏媒  正 三

佐治 義次

用念  平 占

頒   隔

⊇

3ど ″

/∂ つ

タ

ど2

玄 つ 0

クつ

S

ク

ど タ

3`タ

タ
'3

クつ

クつ∂



た仝調 調査

面唐
最¢等
の E分

調 査

肩 百
奉
号 納 県 か 市 弯 対 比 名 定 元

宝之 1福島県

'7μ

つた

'7ち

'ク
ク

とク∂

2ク 7

23フ

ガ /

巧浚|ウ妙茂県

?,メ

ラ息す

会 わ
店松市

蔦会准

1 /か 折
|

| ク か 新

l ξ か 姉

着手ヵ斗リー刻ヒ

善  沼

古 徳 瘤

― の ナ邑

後 合 た

大 尿 遊

遺 洲 辻

)ヒ 舜寺
｀

中臨部

霞 ヶ 力軒
束 部

小 野 )||

#久 沼

洞 蜂 沼

奏

//

町

見 町

町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
村

駆
　
　
　
　
　
　
　
茄
川

夫
　
　
　
　
　
・
　

江
杉

県
裁

力

″

ク

ク

ク

ク

″

茨

/f

ク・心
ユ

つ.S

2ク 字,P

/2

乃弓勇雪 |⊇ クつ

湖 瘤 12∂Op

〔夕́οつデ

〔ど3)

(/アク

'

す

保
　
　
禁

保

な

//

代

作、禁_―

保 ′ 一

″
　

　

徐
　
な
不

/. /″

//

/. /S

7/

7/

/. /f

//

//

//

)は 可ゲハ クテ ョゥで外救

_(露 )



夭 B芙

調査

人頁
潜 ガヽ表 オオハクテョシ コハクテョフ 頼 不璃 封

店 S

S

新 田  ふ 至

言沢  新

斎隼尼

/つ

Sと ど

ヱ3

/す ど/

崇密ア

33

/アユ ク

27タ

/ヱ ヱ

る

/

クア

/

27

ヱ /

/

タ

/す

4字 2/

S/っ

す

/つ

ヱ 聟

/

/争

/ク /∂

″ 3S

Ｓ

　

／

時

//

//

宅

2

字

2

2

ヱ

/

2

〔ク)

(2)

〔ク,

2

菊池 � 史

鋲 島 定

狼岸 道夫

ス保木 岩子

叛 康 祐次良下

ノ石井 宕 三

古泰 貞紀

彦老疾 荒大

安本 昌″

P

〔すク〕

〔2)

〔z)

ど

/

∂ /

/

2タ

3/

⊇ す

(す ク )

f

(ヱ ,

(2)

晴

(23)



た仝調 調 査

面疲

採
キ
（

状
二
Ｅ

島
機
の

掘 仝

肩 百奪納 県 邪 市 弯 対 地 名 定 滉

,呈ど

'夕
ど

獅  
―

差 井市

魚 歓 妙

銃従 禁」

一 般 J

ノトヽ

|    |

R叢 区

■ 区 或

准 L

茄
，
上

江 由 町

群 林 村

蜜 筆 町

ホ 原 町

新  鼻

禎 戒 村
大   郷

済 五 坪

首 生 石

♂か苛

/7

ヱ

３

瘤
　
　
川
　
　
　
　
沼

潮
　
　
河
　
　
　
　
羽

潮 落

鮭 池

湖 沼

河 J II

務 沼

∂タ

(夕FF∂ 〕

2夕つつ

2∂つず

(ク″どう)

2'つ字

″　　紗

字す つ

字

/

ア

/ど 3

″ξつ

クρ

/クつ

保

一　　　　　　替不　　　　　る休

保

一　
　
　
一私
不

″

保

//

//

/. /々

/./す

/./?

/, /S

/7

珍
　
　
　
　
　
　
　
″

はヨブうヽクテヨウでタト枚



夭 族

調査

人頁
調魔芳A表 オオハクテョシ コハクチョウ 雇 不頂 叶

//

晴
　
　
″

B

え
　
　
／

h―r良 浩

松 本 文藩

田部 政志

/つ ζ

2夕

//

∂ す

夕 ∂

/つ

2∫

S」

2す

(θ 字)

(すク〕

〔ど/'

∂ J

(∂ 々 )

2,3

(すク 〕

3′

〔ど/)
3る

3S

⊇ 争

長

爾

曇 敗
爾

ど つ

/

/

S

/

ヱ

/る

ど

'
ク /す

培 湯下 金妊

狙藤 誠 ―

竹斎 和 徳

箕目 嶽

白井 友夫

能倉 百一

小校 吉蔵

馬措ドネ忠

g

/ク

ノタやタク

3攻 望

2字 /

/す

(2)
(2)

δ フ

⊇2

∂ ぎ

⊇./7ア

=攻
足

2″ /

/J

(ちD

す ζ] ぎ3ア



調 仝

最¢準
の E分

ヱ″ア

=ク
つ

,つ /

斯潟 黒

ノト 計

菖山県

水 計

な )「 1県

斯 為 市

函痛訪訂部

嗚浦漁郵
三 島郡

即↓莉郡

中頸均

面準市

未   妖

今 水 町
中之 島 町
与 振 町

西 LLI町

大 )鳥 日町

佐為 ・上佐鶏

御 予流 為

浩 ,凌 )11ヽ

(i伝策)

五 日 市

大  荘

朝 日 池

鵜 の た

加 茂 羽

ど か 所

/か 声/r

す か 浙

本

嵐

/が 所

/か 所

メ可 )ヒ χ己

邑 知 濡

2か 免ケ

/か 析

湖 沼

河 川

徴

湖 渚

//

Jつ2

0つ 3

Jつ子

じρiケ

急 獣 保 護 区

鋤 策止区成

一 及 斑 野

富山市

銑猟榮止区域

一 れ史方瀬し寿

金 ズ 市

河 >鰯

茅相告市

鳥 獣 儒 叢 監

ヴ認推禁止区成

?″3

|

12字 ,す

1/夕 〕ユ

/・ /る

/./●

14'iミ|う 策

/

3フ.ξ

盗
不
　
　
　
一

町

町

町

凝
悟

／ 未

内

浄

申

計

(縁 )

_ |   |



夭お兵
調査

人 頁
潜 おヽ表 オオハクテョシ コハクチョフ 雇 不頂 寸

踊

島
蕉
第
飛

誦 駿
曇

景 一時
ノ

|ヽ 踊

2

/

す
　
　
　
　
／

　

　

　

宝

吉 ),1 芭技

渡辺  央

木崎 輿 助

古川  弘

疋醐驀 敬 一

/る

2ク

/3

S

//∂ つ

2字

/

/つ

?

/3● ク

ク

又ク

3ク

タ

アつ 室

//2

才 ∂

妄 ∂

3,まユ タ

/す

2る 年

孝 ク ″′玄 ク∂

/ξ

3∂ ∂

ク∂

又

や ∂

2

″ 」

晴
　
踊

／

　

　

／

す
　
　
　
″

教 丼

箕輪

ェ作

義急

竹 国 /申 ―

平野 )匡男

す

　

　

　

０
　
　
つ

″

　

　

　

２
　
　
タ

す
　
　
つ

盈
　
　
ク



た仝調 調 査

面唐
象¢筆
の 監 分

調 査

肩 百
碁
汚 廓瞳府県 郡 市 弯 対 北 ろ 定 滉

gっる

７

　

　

∂

つ
　
　
　

つ

９
　

　

　

，

じθタ

3/つ

3//

,/3

∂/字

3/占

a/ど

S/7

3′D

a/ヱ

lL果県

侵好 県

ク

7/

//

岐阜県

計ノ|＼

計

受知 呆

淮釈県

r/

ク

鶴 電対 1中 中湖 A

鳥 獣 保 叢 区

銃舞策上z競

― 娘 猟 野

期 策止区)売

|

I

″  1 //

彩

山 中 溺

/ 人

諫 紡 剃

徒 治 郎

木 崎 羽

上 五 明

/ひ 所

2か 滸

2か 弥

本 曽 )11

井 ケ谷 町

ヱ ひ所

葉  園

新  川

尾  上

電 勝 寺

王 木 阿

湖 沼

勘

泌 潅

酌

潮 瘤

河 )II

汀 ,II

河 プ
'|

雄 池

湖 沼

//

ク

7/

ど 3る

/

イ
'つ

と

/

/字 /

3す

/字 /

/や つク

●ぢ

/0つ

Fttρ

ク

/つ つ

/つ つ

2つ つ

2''

保

な

保

禁

　
　
″

保

7/

7/

//

/./字

/ e /る

/./γ

″
　
　
　
　
″

/・ /J

/・ /字

//

/,/7

ク

　

　

　

″

　

　

　

″



夭 族

調査

人 頁
調査着バ表 オオハタチョウ コハクチョウ 雇 示頂 甘

臓

暗

″

//

高 山 永 行 // //

ヱ

ど ∂

//字

Pク

/ヱ

2ク

ど ∂

/ノ 字

2ク

/2

2ク

ヱ ど ′

/2さ

/つ

夕 つ

/2ど

/ρ岳
賓

時
　
　
″

２
　
　
　
ヱ

熊時 招 主

近藤  エ

聟≫代 界」;耗

徳彦

〃

西川 宗 ―

2

え

⊇

　

　

／

　

Ｓ

／

　

　

／

晴

//

//

3

3

す

す

戎 す

//

す

クてr

す

//

す

夕室

i       l

(足欠ケ)



た仝調 捐仝

音衆

派
千
分

状
ヱ
区

島
よ
の

掘 仝

肩 冒奉
巧 癖瞳府兵 邪 市 弯 対 北 名 定 滉

3/ア

3,つ

32/

3つ フ

323

92″

g必

,26

じ2ワ

3'0

J】 /

aョz

ヨ2ク

gヱ 9

滋 賀県

ク

´

//

//

京都 府

計ノト

計

兵専県

和敢送県

息取県

ク

//

成 ;ド |ケi:4Fζ  l

|

鳥 獣 づ

鳥取市

気葛郡

倉吉市

西伯澤

赫
靭

営
与

ノト寿市

�歌山市

ダ わ 町

/7

77

下坂 淀 町

江 江 阿

杉 江 厨

爵護 区

岩 滝 町

ス夫淀町

Rtt L

青寒 ヶ秦

(芳弓

日吉淳村

杖  里

見 喜 町

肩 詠 海
蒲 』,'1河ロ

魚美浜為

2が
'庁

海 岸

湖 沼

、

ノ 河 ブII

,つ つ

ヱ つつ

2つつ

/つ つ

/つ つ

/つ つ

/ξ沙,

どヱ

ク/3

ククす

33つ

ヨヱ

2クS

/●●

3

金,つ

保

/7

//

7/

″

巷
不

保

//

保

江小　　　ク　　碁
不　　　″

/./察

,

″

ク

″

/, /6

/7

/./,

/。 /字

/, /3

/./タ

|  |



夭 族

摘食

人頁
調魔着A表 オオハクチョウ コハクチョウ 雇 不頂 計

皓

//

//

//

//

//

？

時
　
嚇曇

く七 う

)I(炉聰

時

と暗明　　　　　″　　　　　″

す

ξ

す

２

２

３

ク

ク

∂

ア

す
　
　
す
　
　
む

西 J!|
齢

一】一
　

　

一

易

　

　

一九

山
　

　

驚

中

　

　

沢

′|(抹 拓 郵

漫千」 武

芭田

岸本

ク
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字

／
　
　
　
／

/,

∠

率

必

/ク

θ

ノすす

//

//

aぇ

/

ヱ る

/す

/タ

ど

字

ど

/ク

∂

/∫ づ

ノ /

ノ ク

2∂

a皇

2丞

字

/す

(b7)



た仝調 調査

歯疲

株
孝
（

状
ヱ
巨

ａ
銀

の

調 査

肩 H奉
号 納 県 か 市 弯 対 北 名 定 滉

つ3夕

」ヨす

S3と

333

ウ　　　泌　　”

好
　
　
　
η

，
　
　
　
　
３

鳥及県

小 計

島標

″

　

計

　

啄

　

報

″

ク

叫

　

鰈

瑯

小
　

　

　

福

　

　

　

佐

為 市
1彦

名 町

鳥 殺 保 護 区

鋭 ぷ 兼 止 区 城

鳥 獣 保 譲 盟

烏 ま 保 叢 区

挑    巳
|

勘
1松

細

|

痛 郡 1永 事i町

夫 道 刈

2か 刃守

臭 洞 海

海

3か携庁

Pか 浙

中

中 海

∠

山

星

祐

汁

瘤

川

呼　　　　　　　か
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